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あがまちあがまちあがまち
議会だより

議会傍聴（三郷小）

委 員 長　小池　隆晴
副委員長　石川　太一
委　　員　神田　八郎
委　　員　山口　周一
委　　員　宮川　弘懿
委　　員　入倉　政盛
委　　員　斎藤　　栄

広報広聴常任委員会 　
議
会
だ
よ
り
が
届
く
時
は
、
新

た
な
12
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
て

ま
す
。

　
旧
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
、
最

期
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。

国
、
県
の
広
報
研
修
を
重
ね
、
町

民
が
見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
広

報
誌
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、

行
政
と
議
会
の
や
り
取
り
が
主
な

内
容
な
の
で
堅
苦
し
い
の
と
、
慣

れ
な
い
執
筆
で
読
み
に
く
か
っ
た

面
が
多
々
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
５
月
か
ら
新
た
な
広
報
広
聴
委

員
で
、
町
民
が
待
ち
ど
う
し
く
な

る
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ
う
望
み

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
周
一
）

編
集
後
記

ホームページ
http://www.town.aga.niigata.jp

「地域と語る会」の予定
　議会も新体制となるため、新委員会にて開催予定を後ほどお知らせいたします。

　この度は、町の商工業者との意見交換を予定しております。

自
治
功
労
賞
を
授
与

　
こ
の
度
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
全
国

町
村
議
会
議
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
２
名
は
議
員
を
退
職
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
も
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮

澤

勝

見
　
議
員

清

田

輝

子
　
議
員

農
業
委
員
任
命
に
同
意

○
伊

　藤

　傅

　次
（
69
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
鹿
瀬
区
）

○
伊

　藤

　光

　國
（
70
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
豊
実
区
）

○
江

　川

　一

　男
（
69
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
広
沢
区
）

○
江

　川

　喜

　一
（
73
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
九
島
区
）

○
遠

　藤

　佐
和
子
（
53
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
粟
瀬
区
）

○
加

　藤

　雄

　太
（
67
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
太
田
区
）

○
神

　田

　昭

　平
（
73
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
岡
沢
区
）

○
小

　池

　正

　則
（
73
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
谷
沢
区
）

○
小
日
山

　助

　仁
（
69
才
）

　
　
　
　
　
　（
五
十
島
区
）

○
清

　田

　
　
　功
（
69
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
水
沢
区
）

○
清

　野

　正

　勝
（
75
才
）

　
　
　
　
　
　（
三
階
原
区
）

○
長
谷
川

　利

　雄
（
75
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
津
川
区
）

○
渡

　部

　和

　敏
（
54
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
平
堀
区
）

○
渡

　辺

　昇

　平
（
68
才
）

　
　
　
　
　
　（
八
木
山
区
）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

○
江

　川

　光

　雄
（
66
才
）

　
　
　
　
　
　（
上
ノ
山
区
）

○
小
庄
司

　忠

　悦
（
69
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
当
麻
区
）

○
伊

　藤

　久

　栄
（
64
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
東
岐
区
）

○
長
谷
川

　仙

　一
（
60
才
）

　
　
　
　
　
　
　（
細
越
区
）

大
変
お
世
話
に

　
　
な
り
ま
し
た

　
２
年
間
広
報
編
集
に
携
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

町
民
目
線
の
広
報
と
な
る
よ

う
、
次
の
委
員
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
い
た
し
ま
す
。
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私もひと言私もひと言私もひと言

塩野真紀さん（鹿瀬）

我が家の畑
佐藤弥生さん（岩谷区）

子供たちの成長と共に

　９
年
前
、
子
供
の
出
産
を
機
に

生
ま
れ
育
っ
た
阿
賀
町
に
戻
り
ま

し
た
。
地
域
の
方
や
家
族
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
す
る
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

　我
が
家
に
は
二
男
一
女
の
子
供

た
ち
が
い
ま
す
が
、
大
き
く
な
る

に
つ
れ
て
様
々
な
事
に
興
味
を
持

ち
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

春
か
ら
秋
に
は
野
球
や
外
遊
び
、

冬
は
ス
キ
ー
。
指
導
者
に
も
恵
ま

れ
、
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
伸
び

伸
び
と
成
長
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

何
か
を
習
う
、
極
め
る
、
続
け
る

事
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

小
さ
い
頃
か
ら
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ

や
遊
び
に
触
れ
て
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
阿

賀
町
に
も
、
気
軽
に
体
を
動
か
し

た
り
自
然
を
使
っ
た
色
々
な
遊
び

を
教
え
て
く
れ
る
所
が
あ
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
生

活
で
き
る
阿
賀
町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
家
族
は
、
２
年
前
に
津

川
区
か
ら
鹿
瀬
に
移
り
、
新
し
い

土
地
で
の
生
活
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ご
近
所
の
皆
さ
ま
の
助
け
も
あ
り
、

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　家
の
裏
に
は
畑
が
た
く
さ
ん
あ

る
中
で
、
我
が
家
の
畑
も
あ
り
ま

す
。　野

菜
が
値
上
が
り
す
る
中
、
少

し
で
も
自
給
自
足
を
と
思
い
、
昨

年
畑
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

始
め
は
思
い
通
り
に
行
か
ず
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　苗
や
種
を
植
え
て
か
ら
は
日

々
の
成
長
を
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
１
日

１
日
過
ぎ
て
い
く
中
で
、
野
菜

も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
、
食
べ
ら

れ
る
く
ら
い
の
野
菜
が
出
来
ま

し
た
。

　自
分
た
ち
が
初
め
て
作
っ
た

野
菜
を
食
べ
た
時
は
、
い
つ
も

と
は
ひ
と
味
ち
が
う
お
い
し
さ

で
し
た
。

　土
づ
く
り
か
ら
始
め
、
大
変

な
作
業
は
あ
り
ま
し
た
が
、
感

動
を
あ
た
え
て
く
れ
る
野
菜
で
し

た
。　今

年
も
野
菜
作
り
を
家
族
み
ん

な
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

新議員 紹介の

猪俣　誠一
（４期）

斎藤　秀雄
（４期）

小池　隆晴
（３期）

斎藤　　栄
（２期）

石田　守家
（４期）

五十嵐　隆朗
（４期）

神田　八郎
（４期）

山口　周一
（４期）

清野　眞也
（１期）

宮川　弘懿
（４期）

石川　太一
（４期）

入倉　政盛
（３期）
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　町
の
財
政
か
ら
む
ず
か

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
保
育

料
の
完
全
無
料
化
や
出
産
祝
い

金
の
増
額
を
検
討
さ
れ
て
は
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

　ま
た
、
子
育
て
給
付
金
制
度

も
創
設
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
町
の
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
少
子
化
対
策
に
一
番
効
果

的
な
方
策
を
選
択
し
て
い
き
た

い
。
新
年
度
か
ら
は
子
育
て
支

援
策
は
充
実
さ
せ
た
予
算
計
上

を
し
た
。

　
国
・
県
の
制
度
を
効
果
的
に

取
り
入
れ
て
町
財
政
の
負
担
を

軽
減
し
た
施
策
を
し
た
い
。

　
　
　こ
ど
も
た
ち
が
特
産
米

販
売
・
雪
つ
ば
き
・
え
ご
ま
オ

イ
ル
販
売
や
森
林
資
源
活
用
で

観
光
客
誘
致
へ
も
提
言
し
て
い

ま
す
。

　こ
ど
も
た
ち
の
提
言
を
汲
み

取
り
、
大
人
が
行
動
す
る
時
で

す
。
阿
賀
町
の
未
来
の
た
め
に

検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
子
供
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

や
願
い
を
理
解
し
て
、
大
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

町
の
魅
力
発
信
を
す

る
こ
と
が
重
要
と
思

う
の
で
対
処
し
て
い

く
。

　
地
域
の
民
話
語
り

や
狐
の
嫁
入
り
行
列
、

会
津
と
の
関
わ
り
な

ど
の
提
案
を
活
か
す

よ
う
行
動
す
る
。

　
　
　災
害
時
の
緊
急
避
難
路

の
必
要
か
ら
迂
回
路
整
備
が
必

要
で
す
。

　林
道
・
農
道
整
備
と
ヘ
リ
ポ

ー
ト
着
陸
地
点
整
備
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
災
害
時
の
迂
回
路
確
保

に
つ
い
て
は
町
単
独
で
は
無
理

が
あ
る
の
で
、
国
・
県
と
連
携

し
て
取
り
組
み
早
期
に
林
道
な

ど
完
成
さ
せ
て
い
く
よ
う
努
力

す
る
。

　
　
　町
長
は
若
い
人
た
ち
の

意
見
を
聞
く
場
を
設
け
て
風
通

し
を
よ
く
し
て
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

　
　
　
私
ほ
ど
開
い
て
い
る
町

長
室
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い

る
。
職
員
は
じ
め
い
つ
で
も
町

長
室
に
来
て
ほ
し
い
。

　
町
民
に
も
い
つ
で
も
来
庁
を

望
み
ま
す
。
今
後
は
自
覚
し
て

解
放
感
を
示
し
て
い
く
。

一
般
質
問

保
育
料
の
無
料
化
を

こ
ど
も
た
ち
の
夢
を

こ
ど
も
た
ち
に
学
ぶ

迂
回
路
線
整
備
を

行
動
し
て
い
く

開
か
れ
た
町
長
室

い
つ
で
も
開
い
て
い
る

問

答

少子高齢化を生き抜くため

こどもたちの夢の実現を

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

斎藤秀雄　議員

効
果
的
な
も
の
を

選
択
し
た
い

未来の夢を考えるこどもたち

角神雪椿園

売却したホテルみかわ

平成28年度一般会計補正予算

１億３，５３２万円を減額し

　
歳
入
歳
出
の
減
額
要
因
と
し
て

は
，
民
生
費
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
操
出
金
等
が
給
付
実
績
が

予
定
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
、
林

道
開
設
事
業
費
は
事
業
費
確
定
の

た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
商
工
費
は
「
ホ
テ
ル
み

か
わ
」
の
株
式
売
却
に
よ
っ
て
、

改
修
を
予
定
し
て
い
た
工
事
費
が

不
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
予
定
し
た
事
業
で
未
了
で
次
年

度
に
繰
り
越
す
事
業
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

繰
越
明
許
費
総
額

２
億
９
千
６
８
９
万
１
千
円

総
務
費
　
戸
籍
住
民
台
帳
費

　
　
　
　
９
７
万
４
千
円

民
生
費
　
臨
時
福
祉
給
付
金
等

　
　
　
　
３
，
７
４
２
万
５
千
円

衛
生
費
　
清
掃
費
　
処
理
水
放
流
管
敷
設

　
　
　
　
２
，
０
０
０
万
円

農
林
水
産
業
費
　
林
道
開
設
事
業
等

　
　
　
　
１
億
１
，
５
１
７
万
７
千
円

商
工
費
　
麒
麟
山
公
園
改
修
工
事

　
　
　
　
６
，
０
０
０
万
円

土
木
費
　
大
坂
下
線
改
良
工
事
等

　
　
　
　
５
，
８
５
８
万
８
千
円

消
防
費
　
災
害
対
策
事
業

　
　
　
　
７
８
万
７
千
円

総額を１２６億７，２７３万円とした

地方消費税交付金

地方特例交付金

地方交付税

分担金及び負担金

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町　　債

210,000

2,000

7,100,000

77,601

730,146

682,209

15,770

167,760

291,556

261,697

1,667,600

12,808,050歳入合計

△11,184

522

12,879

2,194

△48,772

△29,180

387

△157,569

150,326

14,077

△69,000

△135,320

198,816

2,522

7,112,879

79,795

681,374

653,029

16,157

10,191

441,882

275,774

1,598,600

12,672,730

款 補正前の額 補正額 計

（単位：千円）歳 入

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

1,767,529

2,409,022

1,271,902

761,612

367,824

1,632,514

535,341

791,789

12,808,050歳入合計

△7,180

△231,272

△18,672

△12,957

△2,359

136,148

972

0

△135,320

1,760,349

2,177,750

1,253,230

748,655

365,465

1,768,662

536,313

791,789

12,672,730

款 補正前の額 補正額 計

（単位：千円）歳 出
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一
般
質
問

　
　
　町
は
、
工
事
発
注
計
画

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
が
、
入
札
が
実
施
さ
れ
な

い
工
事
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　受
注
を
目
指
す
事
業
者
は
、

遅
れ
る
こ
と
で
余
分
な
負
担
が

生
じ
る
。

　入
札
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
補
助
事
業
認
可
や
地
権

者
の
意
向
、
ま
た
は
、
消
雪
井

戸
の
試
掘
で
水
が
出
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
当
初
の

予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。

　
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
発
注

計
画
が
、
訂
正
さ
れ
ず
に
何
ヶ

月
も
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

問
題
が
あ
る
。

　
　
　
せ
っ
か
く
周
知
し
て
い

る
訳
で
す
か
ら
、
変
更
は
す
ぐ

対
応
す
る
の
は
当
た
り
前
、
早

急
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　入
札
監
視
委
員
会
は
、

不
正
防
止
等
の
上
で
必
要
と
思

っ
て
い
る
。

　毎
年
予
算
計
上
が
あ
る
が
、

成
果
が
見
え
な
い
。
開
催
状
況

と
、
開
催
回
数
を
示
し
て
ほ
し

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
は

平
成
24
年
か
ら
変
更
さ
れ
て
い

な
い
。
簡
略
で
良
い
か
ら
掲
載

す
べ
き
と
思
う
。

　
　
　
年
間
３
回
、
開
催
し
て

い
る
。
４
月
11
日
、
８
月
18
日
、

３
月
23
日
で
あ
る
。
入
札
の
不

正
防
止
と
談
合
防
止
、
高
落
札

率
案
件
の
軽
減
等
を
目
的
と
し

た
指
摘
指
導
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、
議
員
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
　町
は
、
町
内
各
区
長
に

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
を
文

書
だ
け
で
、
通
知
し
て
い
る
が

も
っ
と
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　文
書
だ
け
配
布
し
て
、
詳
細

な
説
明
が
な
く
、
組
織
化
に
困

っ
て
い
る
区
長
が
多
く
い
る
。

　
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
再

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

町
長

斎藤　栄　議員

問

答

工事発注計画が遅れるのは
事業者の負担になる
遅れがでる場合は、
　　　　訂正し公開する

三
、
区
長
会
議
で
行
っ
て
き
て

い
る
。
町
で
は
、
防
災
組
織
は

消
防
団
に
代
わ
る
組
織
と
し
て

考
え
て
き
た
。し
か
し
、団
員
の

高
齢
化
で
退
団
者
も
多
く
、
地

域
の
再
組
織
化
を
お
願
い
し
た
。

　
　
　再
三
、
区
長
会
議
で
話

し
た
と
云
う
が
、
何
故
出
来
な

い
の
か
。
区
長
は
、
聞
い
て
い

な
い
と
い
う
。
も
っ
と
丁
寧
に

区
長
会
で
説
明
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
地
域
の
高
齢
化
や
、
小

集
落
の
連
携
と
消
防
団
も
無
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

細
か
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

指
摘
の
と
お
り
臨
ん
で
い
き
た

い
。

問答
入
札
監
視
委
員
会
の

開
催
状
況
に
つ
い
て

年
３
回
開
催
し
て
い
る

問答
自
主
防
災
組
織
の

育
成
、 

町
は
丁
寧

な
説
明
を

高
齢
化
が
進
み
細
か
く

取
り
組
み
が
必
要

町
長

質
問

新潟・福島豪雨災害での冠水状況

　
３
月
定
例
会
議
が
３
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
専
決
処
分
の
承
認
事
項
２
件
、

議
案
38
件
（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
予

算
10
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算
10
件
、
町
道

路
線
変
更
・
認
定
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
補
助

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
条
例
の
一
部
改
正

が
９
件
、
新
潟
市
及
び
阿
賀
町
に
お
け
る
連
携
中
枢
都

市
圏
の
形
成
に
係
る
連
携
協
約
な
ど
）、
諮
問
18
件
（
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
４
件
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
14
件
）
、
委
員
会
発
議
１
件
、
計
59
件
を
審
議
し
、

う
ち
２
件
の
議
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
議
案
及
び
発
議

37
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
諮
問
18
件
を
同
意
し

ま
し
た
。

特別
会計

123億8千万円123億8千万円123億8千万円
一般
会計

63億7,363万円

平
成
29
年
度
の

主
な
新
規
事
業

3億6,418万円減額
前年度比5.4％減

３月定例会議

9千万円減額
前年度比0.7％減

　
病
気
の
回
復
期
に
あ
っ
て
、
集
団
保
育
が
困
難
で
家
庭
に
お
い

て
も
保
育
で
き
な
い
児
童
に
一
時
的
な
保
育
を
実
施
す
る
。

　 
●
病
児
保
育
事
業

　　　　　　　　 

　１
，８
６
２
万
８
千
円

予
算
審
査
特
別
委
員
長

　
　
　委
員
長

　小

池

隆

晴

　本
委
員
会
は
、
３
月
10
日
、
13
日
、
14
日

及
び
15
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
条
例
の
制
定
及
び
各
会
計
予
算

と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　　　　　　　　審
　査
　報
　告
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一
般
質
問

入倉政盛　議員

問

答

就学援助の改善を

国に準拠して単価引き上げの
実施をする

問答
温
泉
入
浴
料
の

減
額
措
置
を

出
来
る
だ
け
要
望
に

そ
っ
た
形
で
取
組
む

問答
こ
ど
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
助
成
を

子
育
て
支
援
を

い
っ
そ
う
強
化
す
る

問答

高
速
バ
ス
は
試
運
転
で
は
な
く
、

本
運
行
の
判
断
を

関
係
機
関
と
調
整
・
補
正
す
る
中
で

実
現
し
て
い
き
た
い

　
　
　平
成
29
年
度
予
算
案
で

は
「
要
保
護
世
帯
」
の
就
学
援

助
の
う
ち
、
新
入
学
児
童
生
徒

の
入
学
準
備
費
用
の
国
の
補
助

単
価
が
２
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
準
要
保
護
世
帯
に
も

単
価
引
き
上
げ
の
適
用
を
。

　
　
　
町
の
支
給
要
項
に
も
と

づ
き
、
支
給
対
象
が
要
保
護
及

び
準
要
保
護
へ
支
給
す
る
規
定

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
国
に
準

拠
し
て
準
要
保
護
者
の
単
価
も

引
き
上
げ
を
実
施
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　高
速
バ
ス
の
社
会
実
験

が
始
ま
っ
て
半
年
近
く
な
り
ま

す
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　今
後
の
運
行
の
方
針
は
。

　
　
　
県
は
、
昨
年
「
高
速
バ

ス
運
行
の
あ
り
方
検
討
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
都
道
府
県

で
は
全
国
で
初
め
て
と
な
る
高

速
バ
ス
運
行
支
援
を
行
う
事
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一
緒

に
取
り
組
ん
だ
成
果
が
半
額
助

成
と
し
て
実
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
予
算
で
は
９
月

末
ま
で
の
実
証
運
行
に
係
る
予

算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
本
運
行
に
関
連
す
る
予
算

に
つ
い
て
、
停
留
所
新
設
や
ダ

イ
ヤ
改
正
等
、
利
用
者
か
ら
の

要
望
事
項
を
踏
ま
え
、
運
輸
局

と
関
係
機
関
と
の
最
終
的
な
調

整
を
行
っ
て
補
正
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
中
で
実
現
し
て
い
き
た

い
。　

　
　12
月
定
例
会
で
も
多
子

世
帯
に
対
す
る
助
成
を
求
め
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
に

な
る
の
か
。

　
　
　
新
年
度
か
ら
は
中
学
卒

業
ま
で
拡
大
し
、
第
３
子
以
降

の
児
童
に
は
２
回
目
の
予
防
接

種
も
助
成
対
象
と
し
て
支
援
す

る
。　

　
　現
在
も
温
泉
利
用
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
中
、
町
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
要
望
に
対
し
て
は
可
能

な
限
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
い

ず
れ
は
、
統
一
し
た
形
で
助
成

し
て
い
く
。

　
例
え
ば
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
湯
」
の

温
泉
に
つ
い
て
は
10
回
の
回
数

券
で
、
３
枚
の
サ
ー
ビ
ス
に
な

っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
取
組

み
が
違
っ
て
い
る
が
、
減
額
措

置
と
い
う
の
は
地
域
の
利
用
と

い
う
こ
と
で
、
十
分
し
ん
し
ゃ

く
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

歳
　　　　　　入

歳
　　　　　　出

新

年

度

予

算

普通会計性質内訳

※普通会計とは、他の自治体と比較するために地方財政統計上、統一的に用いられる会計区分です。
　　本町では、一般会計、診療所特別会計の一部、町営スキー場特別会計を加えたもので、一般会計の性質別内訳と合致しない
　　場合がある。

2,205,036

1,971,592

465,331

510,348

949,663

2,306,590

1,523,085

377,839

1,145,246

7,300

200

227,211

55,160

1,658,244

5,300

11,885,060

2,191,940

2,257,976

479,445

400,487

1,045,851

2,535,711

1,025,539

513,210

512,329

7,400

200

244,497

54,260

1,758,480

5,300

12,007,086

0.6

△12.7

△　2.9

27.4

△　9.2

△　9.0

48.5

△26.4

123.5

△　1.4

0.0

△　7.1

1.7

△　5.7

0.0

△　1.0

1,358,153

292,300

6,800,000

1,100,861

32,660

200,002

1,537,700

563,384

11,885,060

1,801,482

177,981

2,271,275

41,039

202,444

637,945

990,386

75,228

175,850

6,373,630

　項　　　目

町　　　　　税

譲与税・交付金

地 方 交 付 税

国・県支出金

繰　　入　　金

繰　　越　　金

地　　方　　債

そ　　の　　他

歳　入　合　計

人　　件　　費

物　　件　　費

維 持 補 修 費

扶　　助　　費

補　助　費　等

公　　債　　費

普通建設事業費

　　補助事業費

　　単独事業費

災 害 復 旧 費

投資及び出資金

積　　立　　金

貸　　付　　金

繰　　出　　金

そ　　の　　他

歳　出　合　計

29　年　度 28　年　度 増　減　率

1,365,253

334,000

7,100,000

1,277,576

167,760

200,002

982,900

579,595

12,007,086

△　0.5

△12.5

△　4.2

△13.8

△80.5

0.0

56.4

△　2.8

△　1.0

（単位：千円、％）

(一般会計・診療所特別会計の一部・町営スキー場事業会計の合計）

平成２９年度特別会計予算

前年度比 ３億６，４18万円、△５．４％減

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 ( 保 険 事 業 )

介護保険 (サービス事業 )

診 療 所

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

町 営 ス キ ー 場 事 業

水 道 事 業 会 計

特 別 会 計 予 算 合 計

特別会計名 平成29年度(千円)

1,914,475

195,171

2,268,666

39,469

206,990

979,410

886,792

71,740

175,098

6,737,811

△　5.9

△　8.8

0.1

4.0

△　2.2

△34.9

11.7

4.9

0.4

△　5.4

平成28年度(千円) 増減率
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一
般
質
問

　
　
　赤
字
を
抱
え
る
第
三
セ

ク
タ
ー
、
今
後
の
抜
本
的
改
革

案
を
聞
き
ま
す
。

　
　
　
ホ
テ
ル
み
か
わ
に
つ
い

て
は
施
設
の
改
善
や
目
的
使
用

に
つ
い
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど

う
か
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
、
ホ
テ
ル
利

用
者
の
周
辺
施
設
で
あ
る
阿
賀

の
里
や
ス
キ
ー
場
、
地
元
の
特

産
品
で
あ
る
米
、
酒
、
農
産
物

等
の
販
売
促
進
を
期
待
す
る
。

　
奥
阿
賀
観
光
㈱
と
㈱
上
川
温

泉
に
つ
い
て
は
統
合
し
て
一
つ

の
会
社
組
織
と
す
る
方
向
で
考

え
て
い
る
。
二
社
を
統
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
経
費
の
削
減
、

送
迎
用
バ
ス
等
の
設
備
、
備
品

の
有
効
活
用
、
人
的
な
適
正
配

置
な
ど
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
が
特
化
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
阿
賀
の
里
に
つ
い
て
は
他
の

第
三
セ
ク
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に

公
有
化
を
す
る
中
で
施
設
整
備

も
含
め
皆
さ
ん
の
要
望
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
計
画
性
の
あ
る
も

の
を
作
り
、
改
善
を
図
る
。

　
各
単
体
で
の
取
り
組
み
で
は

誘
客
等
の
成
果
を
十
分
図
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
各
事

業
所
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て

取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
大
事

だ
。

　
二
社
あ
る
農
業
公
社
に
つ
い

て
は
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
い

る
県
の
６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ

ー
事
業
か
ら
専
門
家
の
指
導
を

受
け
改
善
を
図
る
。
将
来
的
に

は
両
公
社
の
一
本
化
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

　
　
　町
長
の
答
弁
を
聞
い
て
、

多
く
の
疑
問
が
あ
る
。
第
三
セ

ク
タ
ー
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
い
な

い
。
海
を
航
行
し
て
自
分
が
寄

港
す
る
と
こ
ろ
が
知
ら
な
い
難

破
船
の
よ
う
だ
。

　リ
ー
ダ
ー
は
企
業
の
目
標
を

決
め
、
従
業
員
に
夢
を
与
え
、

働
く
意
義
を
生
み
出
し
、
士
気

を
高
め
る
と
い
う
大
切
な
人
材

育
成
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
地
域
の
連
携
を
密
に
し
、

地
域
の
産
業
、
観
光
施
設
を
活

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

さ
に
人
の
問
題
と
考
え
る
。

　
　
　第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営

者
は
責
任
感
が
う
す
く
、
部
下

の
教
育
も
身
が
入
ら
な
い
。
部

下
も
同
様
に
仕
事
に
身
が
入
ら

な
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
る
か
と
思
う
が
。

　
　
　
自
分
の
や
る
べ
き
仕
事

を
実
現
で
き
る
よ
う
な
体
制
つ

く
り
を
や
っ
て
行
く
。

　
　
　移
動
販
売
を
始
め
る
よ

う
で
す
が
、
事
業
所
で
の
考
え

か
ら
で
す
か
。

　
　
　
仕
入
れ
の
問
題
が
あ
っ

て
休
ん
で
い
た
が
、
今
取
り
扱

っ
て
い
る
商
品
を
売
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
現
場
の
声
で
あ
る
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
望
む
も
の
第

三
セ
ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

皆
さ
ん
の
た
め
に
応
え
て
い
く

こ
と
も
使
命
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

小池隆晴　議員

問

答

心配される第三セクターの
抜本的改革を
各事業所の連携を密にして取り組む

第三セクター抜本的改革は…

期待が大きい移動販売車

管

内

調

査

◆
調
査
日
　
平
成
29
年
２
月
８
日

◆
調
査
地
　
役
場
第
３
会
議
室

（1）
エ
ゴ
マ
・
雪
椿
の
商
品
化
に
向

　け
た
取
組
み
状
況

　
６
次
産
業
化
に
向
け
、
エ
ゴ
マ

栽
培
及
び
エ
ゴ
マ
オ
イ
ル
製
造
に

取
組
み
、
地
域
の
活
性
化
及
び
特

産
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

エ
ゴ
マ
組
合
を
結
成
。
搾
油
機
器

を
購
入
し
、
事
業
化
に
向
け
支
援
。

（2）
ス
キ
ー
場
の
雇
用
・
営
業
状
況

　
営
業
オ
ー
プ
ン
予
定
日
に
雪
不

足
の
た
め
稼
働
で
き
ず
、
年
末
年

始
も
同
様
で
大
き
な
痛
手
と
な
る
。

　
ス
キ
ー
授
業
の
受
入
れ
は
町
内

外
の
学
校
で
15
校
。
イ
ベ
ン
ト
等

を
多
く
開
催
し
、
入
り
込
み
客
の

拡
大
に
尽
力
す
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
近
年
の
温
暖
化
傾
向
で
の

少
雪
も
問
題
。

（3）
川
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
推
進

　事
業

　
事
業
内
容
は
、
阿
賀
野
川
河
川

公
園
改
修
、
キ
リ
ン
山
公
園
改
修

（
園
路
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
）
看

板
改
修
。

　
雪
椿
里
づ
く
り
（
雪
椿
植
栽
地

造
成
、
搾
油
所
整
備
）
等
の
工
事

が
継
続
実
施（
平
成
30
年
度
ま
で
）

（4）
町
道
川
口
・
岩
谷
線
改
良
工
事

　
新
橋
梁
工
事
は
概
ね
完
了
し
、

ひ
き
続
き
県
道
新
発
田
・
津
川
線

の
改
良
工
事
と
合
わ
せ
て
橋
へ
の

取
付
け
道
路
工
事
の
施
工
を
進
め

て
い
る
。

　
今
年
度
の
11
月
頃
ま
で
に
完
成

し
た
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

（5）
除
雪
機
械
の
貸
与
状
況
及
び
除

　雪
待
機
料
に
つ
い
て

　
除
雪
機
械
の
貸
与
は
、
除
雪
ド

ー
ザ
ー
18
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

車
８
台
、
凍
結
防
止
散
布
車
３
台

を
19
社
の
業
者
に
貸
与
し
て
い
る
。

　
基
本
待
機
時
間
に
つ
い
て
は
車

両
除
雪
機
械
は
123
時
間
、
歩
道
除

雪
機
械
は
62
時
間
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
は
123
時
間
と
の
説
明
で
あ

っ
た
。

○
雪
椿
の
商
品
化
に
つ
い
て
は
雪

椿
オ
イ
ル
・
う
ど
ん
・
石
鹸
等
の

製
造
販
売
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
植
栽
の
場
所
の
検
討
が
課
題

で
あ
る
。

○
エ
ゴ
マ
の
商
品
化
で
は
、
後
継

者
不
足
、
耕
作
面
積
の
拡
大
が
課

題
と
い
え
る
。

○
町
道
川
口
、
岩
谷
線
改
良
工
事

は
生
活
道
路
と
し
て
又
観
光
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
な

道
路
で
あ
る
の
で
１
日
も
早
い
完

成
を
お
願
い
し
た
い
。

○
除
雪
作
業
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不

足
や
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
技

術
者
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
思

わ
れ
る
。

調
査
概
要

ま
と
め

委
員
会
の
事
務
調
査
報
告

委
員
会
の
事
務
調
査
報
告

委
員
会
の
事
務
調
査
報
告

委員長　伊　藤　武　一

産業建設常任委員会

エゴマ・雪椿の商品化に向けた
取組状況等

搾油状況の視察
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　経
営
の
あ
り
方
、
方
針

理
念
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て

の
阿
賀
の
里
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

　国
の
人
的
支
援
・
財
政
支
援

制
度
を
利
用
し
て
、
お
金
の
か

か
ら
ず
、
専
門
家
を
活
用
方
法

を
考
え
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
岩
谷
地
区
に
あ
る
道
の

駅
み
か
わ
も
並
行
し
て
公
営
施

設
運
営
改
革
業
務
委
託
料
を
計

上
し
、
専
門
家
の
も
と
改
革
を

図
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　平
成
20
年
度
の

売
上
げ
が
、
６
億
６
５

０
０
万
円
あ
っ
た
。
平

成
28
年
度
は
、
２
億
９

０
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
と
の
こ
と
。

　時
代
に
即
し
た
企
業

価
値
の
創
造
、
顧
客
の

創
造
が
で
き
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
売
上
げ
も
落

ち
込
み
、
毎
年
利
益
も

で
な
い
。

　こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
し

て
、
建
造
物
等
の
対
価
を
阿
賀

の
里
の
借
金
に
振
り
向
け
て
も

根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
。

　今
後
、
そ
の
維
持
管
理
に
リ

ス
ク
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
、

安
易
に
賛
成
で
き
る
問
題
で
な

い
。

　
　
　
他
の
三
セ
ク
と
同
じ
よ

う
に
指
定
管
理
料
に
よ
っ
て
施

設
の
管
理
を
し
て
ゆ
く
。

　
　
　経
営
が
困
難

な
ら
縮
小
す
る
か
手

放
す
か
を
考
え
る
の

が
筋
と
思
う
。

　本
業
で
あ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
負
担
に

か
か
わ
る
も
の
を
背

負
い
込
む
問
題
か
。

　
　
　
こ
の
際
公
有

化
を
進
め
て
、
健
全

経
営
に
向
け
、
舟
下

り
が
稼
働
す
る
こ
と

で
十
分
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　統
合
し
な
け
れ
ば
で
き

な
い
問
題
か
ど
う
か
が
問
題
で

あ
る
と
思
う
。

　統
合
し
な
く
て
も
、
皆
さ
ん

の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
す
れ

ば
良
い
だ
け
で
は
な
い
か
。
い

か
に
人
を
動
か
す
か
の
問
題
で

は
な
い
か
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
も
、
専
門

家
の
知
恵
を
借
り
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

施
設
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
思
う
。

　
　
　
指
揮
命
令
の
人
の
問
題

と
同
時
に
、
一
括
仕
入
と
従
業

員
の
柔
軟
な
配
置
・
送
迎
用
車

輌
の
利
用
・
効
率
化
等
全
般
の

改
革
を
図
っ
て
ゆ
く
。

町
長

奥
阿
賀
観
光
㈱
と

㈱
上
川
温
泉
の
統
合

指
定
管
理
料
に
問
題

は
な
い
か

阿
賀
の
里
所
有

の
建
物
等
の
町

有
化
に
問
題

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

宮川弘懿　議員

問

答

㈱阿賀の里の抜本的改革は
専門的知見者に依頼を
新年度予算で対応している

問答
統
合
で
何
が

解
決
す
る
の
か

一
括
管
理
で

経
費
節
減

経営方針を明確にせよ（阿賀の里全景）

統合予定の奥阿賀観光

ま
と
め

統廃合問題を審議中

◆
調
査
日
　
平
成
29
年
１
月
20
日

◆
説
明
員
　
清
野
教
育
長

　
　
　
　
　
学
校
教
育
課
・
町
民

　
　
　
　
　
生
活
課
・
総
務
課

１
、
小
中
学
校
の
統
廃
合

　
三
川
小
中
学
校
保
護
者
と
の

「
一
般
会
議
」
に
お
い
て
の
意
見

を
進
言
し
た
後
、
町
教
育
委
員
会

の
対
処
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

２
、
黎
明
学
舎
の
現
状

　
学
舎
開
設
後
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

３
、
保
育
園
の
統
廃
合

　
日
野
川
保
育
園
・
上
条
保
育
園

の
保
護
者
の
皆
様
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。
鹿
瀬
保
育
園
の
統
合
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
い
く
。

４
、
公
の
施
設
管
理

　
指
定
管
理
施
設
・
遊
休
施
設
管

理
・
公
売
施
設
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
町
管
理
の
危
険
家
屋
に
つ
い
て

も
協
議
し
た
。

委員長　斎　藤　秀　雄

総文社厚常任委員会

1. 小中学校の統廃合
2. 阿賀黎明学舎の現状
3. 保育園の統廃合
4. 公の施設管理

１
、
今
後
の
中
学
校
の
統
合
議
論

は
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
く

こ
と
を
望
む
。
小
学
校
の
統
合
問

題
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
出
向
き

丁
寧
な
説
明
と
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
統
合
会
議
に
な
る
よ
う

運
営
を
望
む
。

２
、
高
校
存
続
の
観
点
か
ら
設
置

さ
れ
た
黎
明
学
舎
の
運
営
は
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
を
期
待
す
る
。

３
、
保
育
園
の
統
廃
合
は
、
保
護

者
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
慎
重
に

対
処
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
上
川
地
区
は
、
小
学
校
の
統
合

問
題
も
あ
る
の
で
保
護
者
の
意
見

を
聞
く
よ
う
に
強
く
望
む
。

　
ま
た
、
鹿
瀬
地
区
は
、
制
度
上

の
相
違
点
か
ら
保
育
料
金
問
題
も

考
え
て
の
方
針
策
定
を
強
く
望
む
。

４
、
公
の
施
設
管
理
に
つ
い
て
は

次
の
点
を
考
え
て
方
針
を
策
定
願

い
た
い
。

　
①
不
用
な
施
設
は
廃
止
を
早
急

に
検
討
対
処
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
②
建
設
機
械
等
公
売
方
法
に
つ

い
て
は
、
地
域
へ
の
特
段
の
配
慮

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
の

か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
町
有
管
理
の
危
険
家
屋
に
つ
い

て
は
、
確
認
し
て
早
急
に
処
分
す

べ
き
と
提
言
す
る
。

　
最
後
に
指
定
管
理
制
度
で
の
公

募
に
つ
い
て
は
、
制
度
構
築
を
行

う
必
要
を
認
め
る
の
で
再
構
築
を

願
う
。

　
公
募
を
行
う
際
は
、
基
本
的
運

営
計
画
を
策
定
し
指
導
す
る
く
ら

い
の
対
処
を
強
く
望
む
。

◆
調
査
日
　
平
成
29
年
２
月
17
日

陳
情
書
・
要
望
書
の
取
扱
い

　
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書
」及
び
、「
高

額
医
療
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
」の
見
直
し
に
あ
た
り
、「
現
行

制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」

に
つ
い
て
調
査
検
討
し
た
い
。

　
調
査
の
上
提
出
す
る
。

管

内

調

査

管

内

調

査

調
査
概
要

調
査
概
要

ま
と
め
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清田輝子　議員

　
　
　堂
島
町
営
住
宅
の
売
買

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
そ
の
結
果
が
提
出
さ
れ
た
が
、

あ
ま
り
に
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

「
30
年
以
上
入
居
し
て
い
る
の

で
建
物
に
愛
着
が
わ
い
て
い
る

の
で
所
有
し
た
い
。」

「
買
受
も
検
討
し
て
い
る
。」

「
そ
の
ま
ま
住
み
た
い
。」

　こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
し
た
が
、
肝
心
な
金
額
の

提
示
が
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民

の
方
に
値
段
を
つ
け
よ
、
は
無

理
な
こ
と
。
老
朽
化
し
て
い
る

詰
め
て
対
応
し
た
い

売
却
の
予
定
は

決
断
は
早
目
に

奮
起
を
促
し
て
い
く

住
宅
の
値
段
は
無
に
等
し
い
の

で
土
地
代
の
み
と
し
て
、
長
年

住
ん
で
い
る
方
々
へ
安
い
値
段

で
の
売
却
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
堂
島
住
宅
は
、
昭
和
59

～
61
年
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
老
朽
化
し
て
い
る
。

　
現
在
、
22
戸
の
住
民
の
皆
様

が
入
居
さ
れ
て
い
る
。
償
還
金

も
終
了
し
て
い
る
の
で
払
下
げ

も
可
能
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
あ
の
土
地
は
登
記

が
１
筆
と
な
っ
て
い
て
、
個
々

に
売
る
の
に
は
、
分
筆
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
家
は
買
っ
た

が
土
地
は
町
の
物
で
は
意
味
が

な
い
。
分
筆
は
6
0
0
～
7
0

0
万
円
程
掛
か
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
地
域
の
皆
さ
ん
と

こ
の
件
に
つ
い
て
も
詰
め
た
う

え
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。

　
　
　登
記
は
専
門
家
に
依
頼

し
な
く
て
も
で
き
る
。
職
員
が

法
務
局
へ
出
向
す
る
、
こ
れ
は

職
務
で
あ
る
。
人
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
職
員
で
や
る
。
町
の

職
員
は
あ
る
程
度
の
こ
と
は
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
役
人

な
の
だ
か
ら
。
古
い
も
の
は
売

却
し
、
新
し
い
も
の
を
造
る
。

こ
れ
が
町
の
活
性
化
に
連
な
っ

て
い
く
。
町
の
前
途
は
町
長
の

決
断
で
決
ま
る
。
早
め
の
決
断

を
。

　
　
　
ご
意
見
と
し
て
伺
う
。

　
　
　少
子
高
齢
化
で
あ
る
我

町
の
繁
栄
と
な
る
も
の
は
観
光

で
あ
る
。
今
、
町
の
観
光
は
衰

退
し
て
い
る
。
一
口
に
言
っ
て

観
光
協
会
・
職
員
・
町
民
す
べ

て
に
刺
激
が
足
り
な
い
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
は
、
観
光
が
成

り
立
つ
訳
が
な
い
。
特
に
観
光

協
会
は
一
般
社
団
法
人
に
な
っ

た
の
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

　刺
激
の
な
い
と
こ
ろ
に
希
望

な
ど
生
ま
れ
な
い
。
又
、
ど
の

よ
う
な
い
い
組
織
で
も
女
性
の

声
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
衰
退

す
る
。
観
光
に
つ
い
て
女
性
の

声
も
聴
い
て
み
て
は
い
か
が
か

伺
う
。

　
　
　
ま
さ
に
女
性
の
声
は
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
女

性
が
頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
も
地
域
も
大
分
違
っ
て
く
る
。

　
私
も
女
性
職
員
も
奮
起
を
促

し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
今
後

意
見
交
換
を
十
分
し
て
刺
激
あ

る
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

１、五十嵐　隆朗
・阿賀町の「買い物難民」を救え

・子育て世代の教育環境の充実

２、宮澤　勝見
・除雪対応を問う

・ホテルみかわの対応を問う

・ソバ、エゴマ農家に機械を貸与すべき

・人員支援員の辞職を問う

３、清田　輝子
・町営住宅の売り渡しについて

・阿賀町の観光の行方は

４、宮川　弘懿
・第三セクター㈱阿賀の里、㈱上川温泉、

　奥阿賀観光㈱の改革について

５、小池　隆晴
・心配される第三セクターの抜本的な改革

　を問う。

６、入倉　政盛
・高速バスは試験運行ではなく本運行の判

　断を

・こどもインフルエンザの拡充を

・温泉入浴料の減額措置を

・就学援助の改善を

７、斎藤　　栄
・入札状況について

・入札監視委員会について

・自主防災組織の育成強化について

８、斎藤　秀雄
・少子高齢化を生き抜くために

・子どもたちの夢を実現させよう

・地方創生事業について

　平成29年３月定例会議は、８人の議員から一般質問があり、町政全般について活発

な議論が行われた。

　質問と答弁については９ページから16ページです。

＊一般質問＝議員が執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する方針について所信を質し、あるいは報告、
説明をもとめ又は疑問を質すことをいう。本町議会の場合「一問一答方式」で質問時間は答弁を含め一人一時間以
内となっている。

問
答

堂島町営住宅を安く譲渡せよ

詰めて対応する

問
答

当町の観光に女性の声を

奮起を促していく

堂島町営住宅の売却を

観光にもっと力を…

観
光
に
つ
い
て

　
　
　女
性
の
声
を
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一
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質
問

　
　
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
買

い
物
が
不
自
由
と
の
声
に
、
阿

賀
の
里
は
平
成
18
年
に
住
民
の

利
便
性
向
上
、
福
祉
の
貢
献
に

と
町
が
補
助
し
購
入
、
平
成
23

年
に
は
ワ
ゴ
ン
車
を
導
入
し
て
、

２
台
体
制
で
実
施
。
し
か
し
、

平
成
27
年
に
中
止
し
た
。
そ
の

後
、
販
売
車
は
動
か
な
い
、
早

急
に
活
動
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
地
域
住
民
の
買
い
物
の

利
便
性
向
上
も
考
え
、
移
動
販

売
車
両
の
有
効
な
活
用
は
早
急

に
取
り
組
み
、
実
現
さ
せ
る
よ

う
指
示
し
ま
す
。
一
台
は
修
理

困
難
の
た
め
昨
年
廃
車
し
ま
し

た
。

　
　
　
一
般
的
に
移
動
販
売
や

宅
配
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
利

益
に
は
薄
い
業
種
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
車
両
が
あ
り
、
や
り

方
次
第
で
十
分
に
買
い
物
に
困

っ
て
い
る
方
々
に
、
多
様
な
手

当
て
が
で
き
る
。
町
長
が
「
阿

賀
の
里
」
の
社
長
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
も
う
少
し
工
夫
を
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
地
域

協
力
隊
事
業
と
し
て
庭
先
集
荷

事
業
、
あ
る
い
は
集
落
支
援
制

度
の
活
用
も
含
め
実
現
さ
せ
ま

す
。

　
　
　
理
由
は
、
家
庭
の
負
担

五十嵐隆朗　議員

の
軽
減
、
食
育
の
推
進
、
子
育

て
世
代
の
定
住
、
学
校
現
場
の

事
務
負
担
減
な
ど
で
す
。
児
童

数
の
減
少
、
学
校
統
廃
合
が
進

む
中
、
今
こ
そ
導
入
を
考
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

　
　
　
給
食
費
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
据
え
置
き
、
家
庭
の
負

担
減
に
努
力
し
て
い
る
現
状
で

す
が
、
財
政
を
考
え
な
が
ら
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
阿
賀
町
の
一
ヵ
月
当
た

り
の
給
食
費
は
小
学
校
で
五
千

円
、
中
学
校
で
は
五
千
五
百
円

で
少
し
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
県
平
均
よ
り

若
干
確
か
に
高
い
で
す
。
要
因

と
し
て
、
地
産
地
消
を
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
　
児
童
・
生
徒
数
で
作

る
食
数
の
問
題
も
あ
り
、
一
人

一
人
の
負
担
が
ち
ょ
っ
と
高
く

な
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
国
・
県
レ
ベ
ル
で
も
制

度
改
革
に
取
り
組
み
、
４
月
に

導
入
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
将

来
を
担
う
有
能
な
人
材
の
育
成

と
阿
賀
町
へ
の
移
住
を
促
進
す

る
た
め
、
例
え
ば
阿
賀
町
で
、

８
年
以
上
住
め
ば
奨
学
金
返
済

免
除
な
ど
、
抜
本
的
な
改
革
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
居
住
条
件
付
き
の
返
還

免
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
の
保
護
者
へ
の
定
住
支

援
や
、
他
市
町
村
か
ら
の
Ｉ
タ

ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
に
つ
な

が
る
施
策
で
す
の
で
検
討
し
ま

す
。

早
急
に
実
現
さ
せ
ま
す

集
落
支
援
制
度
な
ど
活
用

給
食
費
の
無
料
化
導
入
を

前
向
き
に
検
討
す
る

若
干
高
い
で
す

奨
学
金
制
度
の
改
革
を

今
後
の
検
討
課
題

質
問

質
問

質
問

質
問

学
校
教
育
課
長

町
長

町
長

町
長

質
問

教
育
長

町
長

　
　
　
公
共
事
業
が
少
な
く
な

り
雇
用
も
ま
ま
な
ら
ず
除
雪
業

者
も
必
然
的
に
少
な
く
な
り
ま

す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は

①
業
者
が
重
機
を
持
つ
こ
と
が 

　
大
変
に
な
る
の
で
、
町
が
貸

　
与
の
形
を
と
る
準
備
を
す
る

②
中
心
部
か
ら
離
れ
て
い
る
と

　
こ
ろ
の
お
年
寄
り
の
み
の
世

　
帯
が
一
、
二
件
と
少
な
い
場

　
合
、
町
が
準
備
す
る
住
宅
へ

　
住
ん
で
貰
う

③
必
要
の
な
い
除
雪
路
線
の
廃

　
止

　
財
政
緊
縮
を
考
え
た
上
で
廃

止
を
求
め
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
公
共
事
業
が
減
少
し
独

自
保
有
は
厳
し
く
な
る
。
業
者

の
機
械
の
状
況
を
把
握
し
確
保

し
て
ゆ
く
。
廃
止
路
線
は
対
応

を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　
　
　
昨
年
ホ
テ
ル
み
か
わ
を

中
国
の
山
嶼
海
と
い
う
会
社
に

売
却
し
た
。
今
後
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
へ
の
対
応
が
急
が
れ
る
が
所

見
を
伺
う
。

　
　
　
住
民
が
頻
繁
に
使
う
プ

ー
ル
か
ら
改
修
に
入
り
、
宿
泊

施
設
等
か
ら
順
次
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
地
元
の
酒
、
米
、
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
等
で
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
協
力
を
頂
き
た
い
。

　
　
　
コ
ン
バ
イ
ン
が
古
く
な

っ
た
か
ら
今
後
町
で
買
わ
ず
に

農
家
に
買
っ
て
貰
う
話
が
あ
る
。

　
奨
励
補
助
事
業
に
取
り
組
ん

で
も
何
年
か
経
つ
と
、
次
の
補

助
事
業
に
移
り
、
う
ま
く
い
っ

て
い
る
奨
励
作
物
は
何
一
つ
な

い
。

　
ソ
バ
、
エ
ゴ
マ
つ
く
り
も
殆

ど
高
齢
者
が
作
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
コ
ン
バ
イ
ン
は
町
が
準

備
す
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
今
の
機
械
は
18
年
経
ち
、

今
年
も
修
理
し
て
使
う
が
生
産

者
に
団
体
設
立
を
求
め
、
機
械

を
貸
与
す
る
仕
組
み
を
考
え
る
。

　
そ
し
て
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入

し
活
用
す
る
た
め
の
検
討
を
す

る
。

　
　
　
エ
ゴ
マ
作
り
の
支
援
員

と
し
て
応
募
で
採
用
さ
れ
、
六

次
化
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き

た
が
職
場
と
の
意
見
の
違
い
か

ら
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼

の
エ
ゴ
マ
の
報
告
書
を
見
た
ら

立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
に

が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
報

告
書
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
職
員
と
の
対
応
に
行
き
違

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
が
辞
職
の
理
由
で
は
な

い
よ
う
だ
。

一
般
質
問

町
長 除

雪
の
今
後
を
問
う

人
員
支
援
員
の
辞
職

を
問
う

エ
ゴ
マ
、
ソ
バ
用
コ
ン
バ
イ
ン

は
町
で
買
い
、
貸
与
す
べ
き
だ

ホ
テ
ル
三
川
へ
の
対
応
は

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

改築中のホテル三川移動販売車

給食の様子 阿賀町産のエゴマ油

問
答

町の買い物難民を救え！

移動販売の充実を考える

問
答

子育て世代の教育環境の充実を

財政を考え検討する

移
動
販
売
車
の

　
　活
用
が
急
務

商
売
の
方
法
は

　
　あ
る
と
思
う

全
国
平
均
・
県
平
均
よ
り

給
食
費
が
高
い
の
で
は

子
育
て
世
代
の

教
育
環
境
の
充
実

宮澤勝見　議員

問

答

必要のない除雪路線の
廃止の検討を
必要のない路線廃止の対応を
考える時期に来ている

さ
ん 

よ   

か
い
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高
齢
化
が
進
む
中
、
買

い
物
が
不
自
由
と
の
声
に
、
阿

賀
の
里
は
平
成
18
年
に
住
民
の

利
便
性
向
上
、
福
祉
の
貢
献
に

と
町
が
補
助
し
購
入
、
平
成
23

年
に
は
ワ
ゴ
ン
車
を
導
入
し
て
、

２
台
体
制
で
実
施
。
し
か
し
、

平
成
27
年
に
中
止
し
た
。
そ
の

後
、
販
売
車
は
動
か
な
い
、
早

急
に
活
動
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
地
域
住
民
の
買
い
物
の

利
便
性
向
上
も
考
え
、
移
動
販

売
車
両
の
有
効
な
活
用
は
早
急

に
取
り
組
み
、
実
現
さ
せ
る
よ

う
指
示
し
ま
す
。
一
台
は
修
理

困
難
の
た
め
昨
年
廃
車
し
ま
し

た
。

　
　
　
一
般
的
に
移
動
販
売
や

宅
配
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
利

益
に
は
薄
い
業
種
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
車
両
が
あ
り
、
や
り

方
次
第
で
十
分
に
買
い
物
に
困

っ
て
い
る
方
々
に
、
多
様
な
手

当
て
が
で
き
る
。
町
長
が
「
阿

賀
の
里
」
の
社
長
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
も
う
少
し
工
夫
を
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
地
域

協
力
隊
事
業
と
し
て
庭
先
集
荷

事
業
、
あ
る
い
は
集
落
支
援
制

度
の
活
用
も
含
め
実
現
さ
せ
ま

す
。

　
　
　
理
由
は
、
家
庭
の
負
担

五十嵐隆朗　議員

の
軽
減
、
食
育
の
推
進
、
子
育

て
世
代
の
定
住
、
学
校
現
場
の

事
務
負
担
減
な
ど
で
す
。
児
童

数
の
減
少
、
学
校
統
廃
合
が
進

む
中
、
今
こ
そ
導
入
を
考
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。

　
　
　
給
食
費
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
据
え
置
き
、
家
庭
の
負

担
減
に
努
力
し
て
い
る
現
状
で

す
が
、
財
政
を
考
え
な
が
ら
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
阿
賀
町
の
一
ヵ
月
当
た

り
の
給
食
費
は
小
学
校
で
五
千

円
、
中
学
校
で
は
五
千
五
百
円

で
少
し
高
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
県
平
均
よ
り

若
干
確
か
に
高
い
で
す
。
要
因

と
し
て
、
地
産
地
消
を
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
　
児
童
・
生
徒
数
で
作

る
食
数
の
問
題
も
あ
り
、
一
人

一
人
の
負
担
が
ち
ょ
っ
と
高
く

な
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
国
・
県
レ
ベ
ル
で
も
制

度
改
革
に
取
り
組
み
、
４
月
に

導
入
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
将

来
を
担
う
有
能
な
人
材
の
育
成

と
阿
賀
町
へ
の
移
住
を
促
進
す

る
た
め
、
例
え
ば
阿
賀
町
で
、

８
年
以
上
住
め
ば
奨
学
金
返
済

免
除
な
ど
、
抜
本
的
な
改
革
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
居
住
条
件
付
き
の
返
還

免
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育

て
世
代
の
保
護
者
へ
の
定
住
支

援
や
、
他
市
町
村
か
ら
の
Ｉ
タ

ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
に
つ
な

が
る
施
策
で
す
の
で
検
討
し
ま

す
。

早
急
に
実
現
さ
せ
ま
す

集
落
支
援
制
度
な
ど
活
用

給
食
費
の
無
料
化
導
入
を

前
向
き
に
検
討
す
る

若
干
高
い
で
す

奨
学
金
制
度
の
改
革
を

今
後
の
検
討
課
題

質
問

質
問

質
問

質
問

学
校
教
育
課
長

町
長

町
長

町
長

質
問

教
育
長

町
長

　
　
　
公
共
事
業
が
少
な
く
な

り
雇
用
も
ま
ま
な
ら
ず
除
雪
業

者
も
必
然
的
に
少
な
く
な
り
ま

す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は

①
業
者
が
重
機
を
持
つ
こ
と
が 

　
大
変
に
な
る
の
で
、
町
が
貸

　
与
の
形
を
と
る
準
備
を
す
る

②
中
心
部
か
ら
離
れ
て
い
る
と

　
こ
ろ
の
お
年
寄
り
の
み
の
世

　
帯
が
一
、
二
件
と
少
な
い
場

　
合
、
町
が
準
備
す
る
住
宅
へ

　
住
ん
で
貰
う

③
必
要
の
な
い
除
雪
路
線
の
廃

　
止

　
財
政
緊
縮
を
考
え
た
上
で
廃

止
を
求
め
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
公
共
事
業
が
減
少
し
独

自
保
有
は
厳
し
く
な
る
。
業
者

の
機
械
の
状
況
を
把
握
し
確
保

し
て
ゆ
く
。
廃
止
路
線
は
対
応

を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　
　
　
昨
年
ホ
テ
ル
み
か
わ
を

中
国
の
山
嶼
海
と
い
う
会
社
に

売
却
し
た
。
今
後
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
へ
の
対
応
が
急
が
れ
る
が
所

見
を
伺
う
。

　
　
　
住
民
が
頻
繁
に
使
う
プ

ー
ル
か
ら
改
修
に
入
り
、
宿
泊

施
設
等
か
ら
順
次
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
地
元
の
酒
、
米
、
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
等
で
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
協
力
を
頂
き
た
い
。

　
　
　
コ
ン
バ
イ
ン
が
古
く
な

っ
た
か
ら
今
後
町
で
買
わ
ず
に

農
家
に
買
っ
て
貰
う
話
が
あ
る
。

　
奨
励
補
助
事
業
に
取
り
組
ん

で
も
何
年
か
経
つ
と
、
次
の
補

助
事
業
に
移
り
、
う
ま
く
い
っ

て
い
る
奨
励
作
物
は
何
一
つ
な

い
。

　
ソ
バ
、
エ
ゴ
マ
つ
く
り
も
殆

ど
高
齢
者
が
作
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
コ
ン
バ
イ
ン
は
町
が
準

備
す
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
今
の
機
械
は
18
年
経
ち
、

今
年
も
修
理
し
て
使
う
が
生
産

者
に
団
体
設
立
を
求
め
、
機
械

を
貸
与
す
る
仕
組
み
を
考
え
る
。

　
そ
し
て
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入

し
活
用
す
る
た
め
の
検
討
を
す

る
。

　
　
　
エ
ゴ
マ
作
り
の
支
援
員

と
し
て
応
募
で
採
用
さ
れ
、
六

次
化
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き

た
が
職
場
と
の
意
見
の
違
い
か

ら
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼

の
エ
ゴ
マ
の
報
告
書
を
見
た
ら

立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
に

が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　
　
詳
細
に
記
録
さ
れ
た
報

告
書
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
職
員
と
の
対
応
に
行
き
違

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
が
辞
職
の
理
由
で
は
な

い
よ
う
だ
。

一
般
質
問

町
長 除

雪
の
今
後
を
問
う

人
員
支
援
員
の
辞
職

を
問
う

エ
ゴ
マ
、
ソ
バ
用
コ
ン
バ
イ
ン

は
町
で
買
い
、
貸
与
す
べ
き
だ

ホ
テ
ル
三
川
へ
の
対
応
は

町
長

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

改築中のホテル三川移動販売車

給食の様子 阿賀町産のエゴマ油

問
答

町の買い物難民を救え！

移動販売の充実を考える

問
答

子育て世代の教育環境の充実を

財政を考え検討する

移
動
販
売
車
の

　
　活
用
が
急
務

商
売
の
方
法
は

　
　あ
る
と
思
う

全
国
平
均
・
県
平
均
よ
り

給
食
費
が
高
い
の
で
は

子
育
て
世
代
の

教
育
環
境
の
充
実

宮澤勝見　議員

問

答

必要のない除雪路線の
廃止の検討を
必要のない路線廃止の対応を
考える時期に来ている

さ
ん 

よ   

か
い

一
般
質
問
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清田輝子　議員

　
　
　堂
島
町
営
住
宅
の
売
買

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
そ
の
結
果
が
提
出
さ
れ
た
が
、

あ
ま
り
に
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

「
30
年
以
上
入
居
し
て
い
る
の

で
建
物
に
愛
着
が
わ
い
て
い
る

の
で
所
有
し
た
い
。」

「
買
受
も
検
討
し
て
い
る
。」

「
そ
の
ま
ま
住
み
た
い
。」

　こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
し
た
が
、
肝
心
な
金
額
の

提
示
が
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民

の
方
に
値
段
を
つ
け
よ
、
は
無

理
な
こ
と
。
老
朽
化
し
て
い
る

詰
め
て
対
応
し
た
い

売
却
の
予
定
は

決
断
は
早
目
に

奮
起
を
促
し
て
い
く

住
宅
の
値
段
は
無
に
等
し
い
の

で
土
地
代
の
み
と
し
て
、
長
年

住
ん
で
い
る
方
々
へ
安
い
値
段

で
の
売
却
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
　
堂
島
住
宅
は
、
昭
和
59

～
61
年
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
老
朽
化
し
て
い
る
。

　
現
在
、
22
戸
の
住
民
の
皆
様

が
入
居
さ
れ
て
い
る
。
償
還
金

も
終
了
し
て
い
る
の
で
払
下
げ

も
可
能
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
あ
の
土
地
は
登
記

が
１
筆
と
な
っ
て
い
て
、
個
々

に
売
る
の
に
は
、
分
筆
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
家
は
買
っ
た

が
土
地
は
町
の
物
で
は
意
味
が

な
い
。
分
筆
は
6
0
0
～
7
0

0
万
円
程
掛
か
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
地
域
の
皆
さ
ん
と

こ
の
件
に
つ
い
て
も
詰
め
た
う

え
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。

　
　
　登
記
は
専
門
家
に
依
頼

し
な
く
て
も
で
き
る
。
職
員
が

法
務
局
へ
出
向
す
る
、
こ
れ
は

職
務
で
あ
る
。
人
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
職
員
で
や
る
。
町
の

職
員
は
あ
る
程
度
の
こ
と
は
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
役
人

な
の
だ
か
ら
。
古
い
も
の
は
売

却
し
、
新
し
い
も
の
を
造
る
。

こ
れ
が
町
の
活
性
化
に
連
な
っ

て
い
く
。
町
の
前
途
は
町
長
の

決
断
で
決
ま
る
。
早
め
の
決
断

を
。

　
　
　
ご
意
見
と
し
て
伺
う
。

　
　
　少
子
高
齢
化
で
あ
る
我

町
の
繁
栄
と
な
る
も
の
は
観
光

で
あ
る
。
今
、
町
の
観
光
は
衰

退
し
て
い
る
。
一
口
に
言
っ
て

観
光
協
会
・
職
員
・
町
民
す
べ

て
に
刺
激
が
足
り
な
い
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
は
、
観
光
が
成

り
立
つ
訳
が
な
い
。
特
に
観
光

協
会
は
一
般
社
団
法
人
に
な
っ

た
の
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

　刺
激
の
な
い
と
こ
ろ
に
希
望

な
ど
生
ま
れ
な
い
。
又
、
ど
の

よ
う
な
い
い
組
織
で
も
女
性
の

声
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
衰
退

す
る
。
観
光
に
つ
い
て
女
性
の

声
も
聴
い
て
み
て
は
い
か
が
か

伺
う
。

　
　
　
ま
さ
に
女
性
の
声
は
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
女

性
が
頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
も
地
域
も
大
分
違
っ
て
く
る
。

　
私
も
女
性
職
員
も
奮
起
を
促

し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
今
後

意
見
交
換
を
十
分
し
て
刺
激
あ

る
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

１、五十嵐　隆朗
・阿賀町の「買い物難民」を救え

・子育て世代の教育環境の充実

２、宮澤　勝見
・除雪対応を問う

・ホテルみかわの対応を問う

・ソバ、エゴマ農家に機械を貸与すべき

・人員支援員の辞職を問う

３、清田　輝子
・町営住宅の売り渡しについて

・阿賀町の観光の行方は

４、宮川　弘懿
・第三セクター㈱阿賀の里、㈱上川温泉、

　奥阿賀観光㈱の改革について

５、小池　隆晴
・心配される第三セクターの抜本的な改革

　を問う。

６、入倉　政盛
・高速バスは試験運行ではなく本運行の判

　断を

・こどもインフルエンザの拡充を

・温泉入浴料の減額措置を

・就学援助の改善を

７、斎藤　　栄
・入札状況について

・入札監視委員会について

・自主防災組織の育成強化について

８、斎藤　秀雄
・少子高齢化を生き抜くために

・子どもたちの夢を実現させよう

・地方創生事業について

　平成29年３月定例会議は、８人の議員から一般質問があり、町政全般について活発

な議論が行われた。

　質問と答弁については９ページから16ページです。

＊一般質問＝議員が執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する方針について所信を質し、あるいは報告、
説明をもとめ又は疑問を質すことをいう。本町議会の場合「一問一答方式」で質問時間は答弁を含め一人一時間以
内となっている。

問
答

堂島町営住宅を安く譲渡せよ

詰めて対応する

問
答

当町の観光に女性の声を

奮起を促していく

堂島町営住宅の売却を

観光にもっと力を…

観
光
に
つ
い
て

　
　
　女
性
の
声
を
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一
般
質
問

　
　
　経
営
の
あ
り
方
、
方
針

理
念
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て

の
阿
賀
の
里
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

　国
の
人
的
支
援
・
財
政
支
援

制
度
を
利
用
し
て
、
お
金
の
か

か
ら
ず
、
専
門
家
を
活
用
方
法

を
考
え
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
岩
谷
地
区
に
あ
る
道
の

駅
み
か
わ
も
並
行
し
て
公
営
施

設
運
営
改
革
業
務
委
託
料
を
計

上
し
、
専
門
家
の
も
と
改
革
を

図
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　平
成
20
年
度
の

売
上
げ
が
、
６
億
６
５

０
０
万
円
あ
っ
た
。
平

成
28
年
度
は
、
２
億
９

０
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
と
の
こ
と
。

　時
代
に
即
し
た
企
業

価
値
の
創
造
、
顧
客
の

創
造
が
で
き
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
売
上
げ
も
落

ち
込
み
、
毎
年
利
益
も

で
な
い
。

　こ
の
よ
う
な
状
態
を
放
置
し

て
、
建
造
物
等
の
対
価
を
阿
賀

の
里
の
借
金
に
振
り
向
け
て
も

根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
。

　今
後
、
そ
の
維
持
管
理
に
リ

ス
ク
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
、

安
易
に
賛
成
で
き
る
問
題
で
な

い
。

　
　
　
他
の
三
セ
ク
と
同
じ
よ

う
に
指
定
管
理
料
に
よ
っ
て
施

設
の
管
理
を
し
て
ゆ
く
。

　
　
　経
営
が
困
難

な
ら
縮
小
す
る
か
手

放
す
か
を
考
え
る
の

が
筋
と
思
う
。

　本
業
で
あ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
負
担
に

か
か
わ
る
も
の
を
背

負
い
込
む
問
題
か
。

　
　
　
こ
の
際
公
有

化
を
進
め
て
、
健
全

経
営
に
向
け
、
舟
下

り
が
稼
働
す
る
こ
と

で
十
分
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　統
合
し
な
け
れ
ば
で
き

な
い
問
題
か
ど
う
か
が
問
題
で

あ
る
と
思
う
。

　統
合
し
な
く
て
も
、
皆
さ
ん

の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
す
れ

ば
良
い
だ
け
で
は
な
い
か
。
い

か
に
人
を
動
か
す
か
の
問
題
で

は
な
い
か
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
も
、
専
門

家
の
知
恵
を
借
り
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

施
設
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
思
う
。

　
　
　
指
揮
命
令
の
人
の
問
題

と
同
時
に
、
一
括
仕
入
と
従
業

員
の
柔
軟
な
配
置
・
送
迎
用
車

輌
の
利
用
・
効
率
化
等
全
般
の

改
革
を
図
っ
て
ゆ
く
。

町
長

奥
阿
賀
観
光
㈱
と

㈱
上
川
温
泉
の
統
合

指
定
管
理
料
に
問
題

は
な
い
か

阿
賀
の
里
所
有

の
建
物
等
の
町

有
化
に
問
題

質
問

町
長

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

宮川弘懿　議員

問

答

㈱阿賀の里の抜本的改革は
専門的知見者に依頼を
新年度予算で対応している

問答
統
合
で
何
が

解
決
す
る
の
か

一
括
管
理
で

経
費
節
減

経営方針を明確にせよ（阿賀の里全景）

統合予定の奥阿賀観光

ま
と
め

統廃合問題を審議中

◆
調
査
日
　
平
成
29
年
１
月
20
日

◆
説
明
員
　
清
野
教
育
長

　
　
　
　
　
学
校
教
育
課
・
町
民

　
　
　
　
　
生
活
課
・
総
務
課

１
、
小
中
学
校
の
統
廃
合

　
三
川
小
中
学
校
保
護
者
と
の

「
一
般
会
議
」
に
お
い
て
の
意
見

を
進
言
し
た
後
、
町
教
育
委
員
会

の
対
処
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

２
、
黎
明
学
舎
の
現
状

　
学
舎
開
設
後
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

３
、
保
育
園
の
統
廃
合

　
日
野
川
保
育
園
・
上
条
保
育
園

の
保
護
者
の
皆
様
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。
鹿
瀬
保
育
園
の
統
合
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
い
く
。

４
、
公
の
施
設
管
理

　
指
定
管
理
施
設
・
遊
休
施
設
管

理
・
公
売
施
設
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
町
管
理
の
危
険
家
屋
に
つ
い
て

も
協
議
し
た
。

委員長　斎　藤　秀　雄

総文社厚常任委員会

1. 小中学校の統廃合
2. 阿賀黎明学舎の現状
3. 保育園の統廃合
4. 公の施設管理

１
、
今
後
の
中
学
校
の
統
合
議
論

は
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
く

こ
と
を
望
む
。
小
学
校
の
統
合
問

題
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
出
向
き

丁
寧
な
説
明
と
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
た
統
合
会
議
に
な
る
よ
う

運
営
を
望
む
。

２
、
高
校
存
続
の
観
点
か
ら
設
置

さ
れ
た
黎
明
学
舎
の
運
営
は
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
を
期
待
す
る
。

３
、
保
育
園
の
統
廃
合
は
、
保
護

者
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
慎
重
に

対
処
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
上
川
地
区
は
、
小
学
校
の
統
合

問
題
も
あ
る
の
で
保
護
者
の
意
見

を
聞
く
よ
う
に
強
く
望
む
。

　
ま
た
、
鹿
瀬
地
区
は
、
制
度
上

の
相
違
点
か
ら
保
育
料
金
問
題
も

考
え
て
の
方
針
策
定
を
強
く
望
む
。

４
、
公
の
施
設
管
理
に
つ
い
て
は

次
の
点
を
考
え
て
方
針
を
策
定
願

い
た
い
。

　
①
不
用
な
施
設
は
廃
止
を
早
急

に
検
討
対
処
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
②
建
設
機
械
等
公
売
方
法
に
つ

い
て
は
、
地
域
へ
の
特
段
の
配
慮

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
の

か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
町
有
管
理
の
危
険
家
屋
に
つ
い

て
は
、
確
認
し
て
早
急
に
処
分
す

べ
き
と
提
言
す
る
。

　
最
後
に
指
定
管
理
制
度
で
の
公

募
に
つ
い
て
は
、
制
度
構
築
を
行

う
必
要
を
認
め
る
の
で
再
構
築
を

願
う
。

　
公
募
を
行
う
際
は
、
基
本
的
運

営
計
画
を
策
定
し
指
導
す
る
く
ら

い
の
対
処
を
強
く
望
む
。

◆
調
査
日
　
平
成
29
年
２
月
17
日

陳
情
書
・
要
望
書
の
取
扱
い

　
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書
」及
び
、「
高

額
医
療
費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
」の
見
直
し
に
あ
た
り
、「
現
行

制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」

に
つ
い
て
調
査
検
討
し
た
い
。

　
調
査
の
上
提
出
す
る
。

管

内

調

査

管

内

調

査

調
査
概
要

調
査
概
要

ま
と
め
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　赤
字
を
抱
え
る
第
三
セ

ク
タ
ー
、
今
後
の
抜
本
的
改
革

案
を
聞
き
ま
す
。

　
　
　
ホ
テ
ル
み
か
わ
に
つ
い

て
は
施
設
の
改
善
や
目
的
使
用

に
つ
い
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど

う
か
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
、
ホ
テ
ル
利

用
者
の
周
辺
施
設
で
あ
る
阿
賀

の
里
や
ス
キ
ー
場
、
地
元
の
特

産
品
で
あ
る
米
、
酒
、
農
産
物

等
の
販
売
促
進
を
期
待
す
る
。

　
奥
阿
賀
観
光
㈱
と
㈱
上
川
温

泉
に
つ
い
て
は
統
合
し
て
一
つ

の
会
社
組
織
と
す
る
方
向
で
考

え
て
い
る
。
二
社
を
統
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
経
費
の
削
減
、

送
迎
用
バ
ス
等
の
設
備
、
備
品

の
有
効
活
用
、
人
的
な
適
正
配

置
な
ど
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
が
特
化
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
阿
賀
の
里
に
つ
い
て
は
他
の

第
三
セ
ク
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に

公
有
化
を
す
る
中
で
施
設
整
備

も
含
め
皆
さ
ん
の
要
望
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
計
画
性
の
あ
る
も

の
を
作
り
、
改
善
を
図
る
。

　
各
単
体
で
の
取
り
組
み
で
は

誘
客
等
の
成
果
を
十
分
図
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
各
事

業
所
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て

取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
大
事

だ
。

　
二
社
あ
る
農
業
公
社
に
つ
い

て
は
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
い

る
県
の
６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ

ー
事
業
か
ら
専
門
家
の
指
導
を

受
け
改
善
を
図
る
。
将
来
的
に

は
両
公
社
の
一
本
化
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

　
　
　町
長
の
答
弁
を
聞
い
て
、

多
く
の
疑
問
が
あ
る
。
第
三
セ

ク
タ
ー
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
い
な

い
。
海
を
航
行
し
て
自
分
が
寄

港
す
る
と
こ
ろ
が
知
ら
な
い
難

破
船
の
よ
う
だ
。

　リ
ー
ダ
ー
は
企
業
の
目
標
を

決
め
、
従
業
員
に
夢
を
与
え
、

働
く
意
義
を
生
み
出
し
、
士
気

を
高
め
る
と
い
う
大
切
な
人
材

育
成
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
地
域
の
連
携
を
密
に
し
、

地
域
の
産
業
、
観
光
施
設
を
活

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

さ
に
人
の
問
題
と
考
え
る
。

　
　
　第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営

者
は
責
任
感
が
う
す
く
、
部
下

の
教
育
も
身
が
入
ら
な
い
。
部

下
も
同
様
に
仕
事
に
身
が
入
ら

な
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
る
か
と
思
う
が
。

　
　
　
自
分
の
や
る
べ
き
仕
事

を
実
現
で
き
る
よ
う
な
体
制
つ

く
り
を
や
っ
て
行
く
。

　
　
　移
動
販
売
を
始
め
る
よ

う
で
す
が
、
事
業
所
で
の
考
え

か
ら
で
す
か
。

　
　
　
仕
入
れ
の
問
題
が
あ
っ

て
休
ん
で
い
た
が
、
今
取
り
扱

っ
て
い
る
商
品
を
売
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
現
場
の
声
で
あ
る
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
望
む
も
の
第

三
セ
ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

皆
さ
ん
の
た
め
に
応
え
て
い
く

こ
と
も
使
命
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

小池隆晴　議員

問

答

心配される第三セクターの
抜本的改革を
各事業所の連携を密にして取り組む

第三セクター抜本的改革は…

期待が大きい移動販売車

管

内

調

査

◆
調
査
日
　
平
成
29
年
２
月
８
日

◆
調
査
地
　
役
場
第
３
会
議
室

（1）
エ
ゴ
マ
・
雪
椿
の
商
品
化
に
向

　け
た
取
組
み
状
況

　
６
次
産
業
化
に
向
け
、
エ
ゴ
マ

栽
培
及
び
エ
ゴ
マ
オ
イ
ル
製
造
に

取
組
み
、
地
域
の
活
性
化
及
び
特

産
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

エ
ゴ
マ
組
合
を
結
成
。
搾
油
機
器

を
購
入
し
、
事
業
化
に
向
け
支
援
。

（2）
ス
キ
ー
場
の
雇
用
・
営
業
状
況

　
営
業
オ
ー
プ
ン
予
定
日
に
雪
不

足
の
た
め
稼
働
で
き
ず
、
年
末
年

始
も
同
様
で
大
き
な
痛
手
と
な
る
。

　
ス
キ
ー
授
業
の
受
入
れ
は
町
内

外
の
学
校
で
15
校
。
イ
ベ
ン
ト
等

を
多
く
開
催
し
、
入
り
込
み
客
の

拡
大
に
尽
力
す
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
近
年
の
温
暖
化
傾
向
で
の

少
雪
も
問
題
。

（3）
川
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
推
進

　事
業

　
事
業
内
容
は
、
阿
賀
野
川
河
川

公
園
改
修
、
キ
リ
ン
山
公
園
改
修

（
園
路
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
）
看

板
改
修
。

　
雪
椿
里
づ
く
り
（
雪
椿
植
栽
地

造
成
、
搾
油
所
整
備
）
等
の
工
事

が
継
続
実
施（
平
成
30
年
度
ま
で
）

（4）
町
道
川
口
・
岩
谷
線
改
良
工
事

　
新
橋
梁
工
事
は
概
ね
完
了
し
、

ひ
き
続
き
県
道
新
発
田
・
津
川
線

の
改
良
工
事
と
合
わ
せ
て
橋
へ
の

取
付
け
道
路
工
事
の
施
工
を
進
め

て
い
る
。

　
今
年
度
の
11
月
頃
ま
で
に
完
成

し
た
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

（5）
除
雪
機
械
の
貸
与
状
況
及
び
除

　雪
待
機
料
に
つ
い
て

　
除
雪
機
械
の
貸
与
は
、
除
雪
ド

ー
ザ
ー
18
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

車
８
台
、
凍
結
防
止
散
布
車
３
台

を
19
社
の
業
者
に
貸
与
し
て
い
る
。

　
基
本
待
機
時
間
に
つ
い
て
は
車

両
除
雪
機
械
は
123
時
間
、
歩
道
除

雪
機
械
は
62
時
間
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
は
123
時
間
と
の
説
明
で
あ

っ
た
。

○
雪
椿
の
商
品
化
に
つ
い
て
は
雪

椿
オ
イ
ル
・
う
ど
ん
・
石
鹸
等
の

製
造
販
売
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
植
栽
の
場
所
の
検
討
が
課
題

で
あ
る
。

○
エ
ゴ
マ
の
商
品
化
で
は
、
後
継

者
不
足
、
耕
作
面
積
の
拡
大
が
課

題
と
い
え
る
。

○
町
道
川
口
、
岩
谷
線
改
良
工
事

は
生
活
道
路
と
し
て
又
観
光
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
な

道
路
で
あ
る
の
で
１
日
も
早
い
完

成
を
お
願
い
し
た
い
。

○
除
雪
作
業
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不

足
や
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
技

術
者
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
思

わ
れ
る
。

調
査
概
要

ま
と
め

委
員
会
の
事
務
調
査
報
告

委
員
会
の
事
務
調
査
報
告

委
員
会
の
事
務
調
査
報
告

委員長　伊　藤　武　一

産業建設常任委員会

エゴマ・雪椿の商品化に向けた
取組状況等

搾油状況の視察
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入倉政盛　議員

問

答

就学援助の改善を

国に準拠して単価引き上げの
実施をする

問答
温
泉
入
浴
料
の

減
額
措
置
を

出
来
る
だ
け
要
望
に

そ
っ
た
形
で
取
組
む

問答
こ
ど
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
助
成
を

子
育
て
支
援
を

い
っ
そ
う
強
化
す
る

問答

高
速
バ
ス
は
試
運
転
で
は
な
く
、

本
運
行
の
判
断
を

関
係
機
関
と
調
整
・
補
正
す
る
中
で

実
現
し
て
い
き
た
い

　
　
　平
成
29
年
度
予
算
案
で

は
「
要
保
護
世
帯
」
の
就
学
援

助
の
う
ち
、
新
入
学
児
童
生
徒

の
入
学
準
備
費
用
の
国
の
補
助

単
価
が
２
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
準
要
保
護
世
帯
に
も

単
価
引
き
上
げ
の
適
用
を
。

　
　
　
町
の
支
給
要
項
に
も
と

づ
き
、
支
給
対
象
が
要
保
護
及

び
準
要
保
護
へ
支
給
す
る
規
定

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
国
に
準

拠
し
て
準
要
保
護
者
の
単
価
も

引
き
上
げ
を
実
施
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　高
速
バ
ス
の
社
会
実
験

が
始
ま
っ
て
半
年
近
く
な
り
ま

す
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　今
後
の
運
行
の
方
針
は
。

　
　
　
県
は
、
昨
年
「
高
速
バ

ス
運
行
の
あ
り
方
検
討
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
都
道
府
県

で
は
全
国
で
初
め
て
と
な
る
高

速
バ
ス
運
行
支
援
を
行
う
事
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一
緒

に
取
り
組
ん
だ
成
果
が
半
額
助

成
と
し
て
実
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
予
算
で
は
９
月

末
ま
で
の
実
証
運
行
に
係
る
予

算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
本
運
行
に
関
連
す
る
予
算

に
つ
い
て
、
停
留
所
新
設
や
ダ

イ
ヤ
改
正
等
、
利
用
者
か
ら
の

要
望
事
項
を
踏
ま
え
、
運
輸
局

と
関
係
機
関
と
の
最
終
的
な
調

整
を
行
っ
て
補
正
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
中
で
実
現
し
て
い
き
た

い
。　

　
　12
月
定
例
会
で
も
多
子

世
帯
に
対
す
る
助
成
を
求
め
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
に

な
る
の
か
。

　
　
　
新
年
度
か
ら
は
中
学
卒

業
ま
で
拡
大
し
、
第
３
子
以
降

の
児
童
に
は
２
回
目
の
予
防
接

種
も
助
成
対
象
と
し
て
支
援
す

る
。　

　
　現
在
も
温
泉
利
用
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
中
、
町
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
要
望
に
対
し
て
は
可
能

な
限
り
取
り
組
ん
で
い
く
。
い

ず
れ
は
、
統
一
し
た
形
で
助
成

し
て
い
く
。

　
例
え
ば
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
湯
」
の

温
泉
に
つ
い
て
は
10
回
の
回
数

券
で
、
３
枚
の
サ
ー
ビ
ス
に
な

っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
取
組

み
が
違
っ
て
い
る
が
、
減
額
措

置
と
い
う
の
は
地
域
の
利
用
と

い
う
こ
と
で
、
十
分
し
ん
し
ゃ

く
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

歳
　　　　　　入

歳
　　　　　　出

新

年

度

予

算

普通会計性質内訳

※普通会計とは、他の自治体と比較するために地方財政統計上、統一的に用いられる会計区分です。
　　本町では、一般会計、診療所特別会計の一部、町営スキー場特別会計を加えたもので、一般会計の性質別内訳と合致しない
　　場合がある。

2,205,036

1,971,592

465,331

510,348

949,663

2,306,590

1,523,085

377,839

1,145,246

7,300

200

227,211

55,160

1,658,244

5,300

11,885,060

2,191,940

2,257,976

479,445

400,487

1,045,851

2,535,711

1,025,539

513,210

512,329

7,400

200

244,497

54,260

1,758,480

5,300

12,007,086

0.6

△12.7

△　2.9

27.4

△　9.2

△　9.0

48.5

△26.4

123.5

△　1.4

0.0

△　7.1

1.7

△　5.7

0.0

△　1.0

1,358,153

292,300

6,800,000

1,100,861

32,660

200,002

1,537,700

563,384

11,885,060

1,801,482

177,981

2,271,275

41,039

202,444

637,945

990,386

75,228

175,850

6,373,630

　項　　　目

町　　　　　税

譲与税・交付金

地 方 交 付 税

国・県支出金

繰　　入　　金

繰　　越　　金

地　　方　　債

そ　　の　　他

歳　入　合　計

人　　件　　費

物　　件　　費

維 持 補 修 費

扶　　助　　費

補　助　費　等

公　　債　　費

普通建設事業費

　　補助事業費

　　単独事業費

災 害 復 旧 費

投資及び出資金

積　　立　　金

貸　　付　　金

繰　　出　　金

そ　　の　　他

歳　出　合　計

29　年　度 28　年　度 増　減　率

1,365,253

334,000

7,100,000

1,277,576

167,760

200,002

982,900

579,595

12,007,086

△　0.5

△12.5

△　4.2

△13.8

△80.5

0.0

56.4

△　2.8

△　1.0

（単位：千円、％）

(一般会計・診療所特別会計の一部・町営スキー場事業会計の合計）

平成２９年度特別会計予算

前年度比 ３億６，４18万円、△５．４％減

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 ( 保 険 事 業 )

介護保険 (サービス事業 )

診 療 所

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

町 営 ス キ ー 場 事 業

水 道 事 業 会 計

特 別 会 計 予 算 合 計

特別会計名 平成29年度(千円)

1,914,475

195,171

2,268,666

39,469

206,990

979,410

886,792

71,740

175,098

6,737,811

△　5.9

△　8.8

0.1

4.0

△　2.2

△34.9

11.7

4.9

0.4

△　5.4

平成28年度(千円) 増減率
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一
般
質
問

　
　
　町
は
、
工
事
発
注
計
画

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
が
、
入
札
が
実
施
さ
れ
な

い
工
事
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　受
注
を
目
指
す
事
業
者
は
、

遅
れ
る
こ
と
で
余
分
な
負
担
が

生
じ
る
。

　入
札
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
補
助
事
業
認
可
や
地
権

者
の
意
向
、
ま
た
は
、
消
雪
井

戸
の
試
掘
で
水
が
出
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
当
初
の

予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。

　
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
発
注

計
画
が
、
訂
正
さ
れ
ず
に
何
ヶ

月
も
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

問
題
が
あ
る
。

　
　
　
せ
っ
か
く
周
知
し
て
い

る
訳
で
す
か
ら
、
変
更
は
す
ぐ

対
応
す
る
の
は
当
た
り
前
、
早

急
に
対
応
し
た
い
。

　
　
　入
札
監
視
委
員
会
は
、

不
正
防
止
等
の
上
で
必
要
と
思

っ
て
い
る
。

　毎
年
予
算
計
上
が
あ
る
が
、

成
果
が
見
え
な
い
。
開
催
状
況

と
、
開
催
回
数
を
示
し
て
ほ
し

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
は

平
成
24
年
か
ら
変
更
さ
れ
て
い

な
い
。
簡
略
で
良
い
か
ら
掲
載

す
べ
き
と
思
う
。

　
　
　
年
間
３
回
、
開
催
し
て

い
る
。
４
月
11
日
、
８
月
18
日
、

３
月
23
日
で
あ
る
。
入
札
の
不

正
防
止
と
談
合
防
止
、
高
落
札

率
案
件
の
軽
減
等
を
目
的
と
し

た
指
摘
指
導
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、
議
員
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　
　
　町
は
、
町
内
各
区
長
に

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
を
文

書
だ
け
で
、
通
知
し
て
い
る
が

も
っ
と
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　文
書
だ
け
配
布
し
て
、
詳
細

な
説
明
が
な
く
、
組
織
化
に
困

っ
て
い
る
区
長
が
多
く
い
る
。

　
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
再

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

町
長

斎藤　栄　議員

問

答

工事発注計画が遅れるのは
事業者の負担になる
遅れがでる場合は、
　　　　訂正し公開する

三
、
区
長
会
議
で
行
っ
て
き
て

い
る
。
町
で
は
、
防
災
組
織
は

消
防
団
に
代
わ
る
組
織
と
し
て

考
え
て
き
た
。し
か
し
、団
員
の

高
齢
化
で
退
団
者
も
多
く
、
地

域
の
再
組
織
化
を
お
願
い
し
た
。

　
　
　再
三
、
区
長
会
議
で
話

し
た
と
云
う
が
、
何
故
出
来
な

い
の
か
。
区
長
は
、
聞
い
て
い

な
い
と
い
う
。
も
っ
と
丁
寧
に

区
長
会
で
説
明
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
地
域
の
高
齢
化
や
、
小

集
落
の
連
携
と
消
防
団
も
無
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

細
か
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

指
摘
の
と
お
り
臨
ん
で
い
き
た

い
。

問答
入
札
監
視
委
員
会
の

開
催
状
況
に
つ
い
て

年
３
回
開
催
し
て
い
る

問答
自
主
防
災
組
織
の

育
成
、 

町
は
丁
寧

な
説
明
を

高
齢
化
が
進
み
細
か
く

取
り
組
み
が
必
要

町
長

質
問

新潟・福島豪雨災害での冠水状況

　
３
月
定
例
会
議
が
３
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
専
決
処
分
の
承
認
事
項
２
件
、

議
案
38
件
（
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
予

算
10
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算
10
件
、
町
道

路
線
変
更
・
認
定
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
補
助

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
条
例
の
一
部
改
正

が
９
件
、
新
潟
市
及
び
阿
賀
町
に
お
け
る
連
携
中
枢
都

市
圏
の
形
成
に
係
る
連
携
協
約
な
ど
）、
諮
問
18
件
（
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
４
件
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
14
件
）
、
委
員
会
発
議
１
件
、
計
59
件
を
審
議
し
、

う
ち
２
件
の
議
案
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
議
案
及
び
発
議

37
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
諮
問
18
件
を
同
意
し

ま
し
た
。

特別
会計

123億8千万円123億8千万円123億8千万円
一般
会計

63億7,363万円

平
成
29
年
度
の

主
な
新
規
事
業

3億6,418万円減額
前年度比5.4％減

３月定例会議

9千万円減額
前年度比0.7％減

　
病
気
の
回
復
期
に
あ
っ
て
、
集
団
保
育
が
困
難
で
家
庭
に
お
い

て
も
保
育
で
き
な
い
児
童
に
一
時
的
な
保
育
を
実
施
す
る
。

　 
●
病
児
保
育
事
業

　　　　　　　　 

　１
，８
６
２
万
８
千
円

予
算
審
査
特
別
委
員
長

　
　
　委
員
長

　小

池

隆

晴

　本
委
員
会
は
、
３
月
10
日
、
13
日
、
14
日

及
び
15
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
条
例
の
制
定
及
び
各
会
計
予
算

と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　　　　　　　　審
　査
　報
　告
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　町
の
財
政
か
ら
む
ず
か

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
保
育

料
の
完
全
無
料
化
や
出
産
祝
い

金
の
増
額
を
検
討
さ
れ
て
は
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

　ま
た
、
子
育
て
給
付
金
制
度

も
創
設
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
町
の
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
少
子
化
対
策
に
一
番
効
果

的
な
方
策
を
選
択
し
て
い
き
た

い
。
新
年
度
か
ら
は
子
育
て
支

援
策
は
充
実
さ
せ
た
予
算
計
上

を
し
た
。

　
国
・
県
の
制
度
を
効
果
的
に

取
り
入
れ
て
町
財
政
の
負
担
を

軽
減
し
た
施
策
を
し
た
い
。

　
　
　こ
ど
も
た
ち
が
特
産
米

販
売
・
雪
つ
ば
き
・
え
ご
ま
オ

イ
ル
販
売
や
森
林
資
源
活
用
で

観
光
客
誘
致
へ
も
提
言
し
て
い

ま
す
。

　こ
ど
も
た
ち
の
提
言
を
汲
み

取
り
、
大
人
が
行
動
す
る
時
で

す
。
阿
賀
町
の
未
来
の
た
め
に

検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
子
供
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

や
願
い
を
理
解
し
て
、
大
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

町
の
魅
力
発
信
を
す

る
こ
と
が
重
要
と
思

う
の
で
対
処
し
て
い

く
。

　
地
域
の
民
話
語
り

や
狐
の
嫁
入
り
行
列
、

会
津
と
の
関
わ
り
な

ど
の
提
案
を
活
か
す

よ
う
行
動
す
る
。

　
　
　災
害
時
の
緊
急
避
難
路

の
必
要
か
ら
迂
回
路
整
備
が
必

要
で
す
。

　林
道
・
農
道
整
備
と
ヘ
リ
ポ

ー
ト
着
陸
地
点
整
備
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
災
害
時
の
迂
回
路
確
保

に
つ
い
て
は
町
単
独
で
は
無
理

が
あ
る
の
で
、
国
・
県
と
連
携

し
て
取
り
組
み
早
期
に
林
道
な

ど
完
成
さ
せ
て
い
く
よ
う
努
力

す
る
。

　
　
　町
長
は
若
い
人
た
ち
の

意
見
を
聞
く
場
を
設
け
て
風
通

し
を
よ
く
し
て
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

　
　
　
私
ほ
ど
開
い
て
い
る
町

長
室
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い

る
。
職
員
は
じ
め
い
つ
で
も
町

長
室
に
来
て
ほ
し
い
。

　
町
民
に
も
い
つ
で
も
来
庁
を

望
み
ま
す
。
今
後
は
自
覚
し
て

解
放
感
を
示
し
て
い
く
。

一
般
質
問

保
育
料
の
無
料
化
を

こ
ど
も
た
ち
の
夢
を

こ
ど
も
た
ち
に
学
ぶ

迂
回
路
線
整
備
を

行
動
し
て
い
く

開
か
れ
た
町
長
室

い
つ
で
も
開
い
て
い
る

問

答

少子高齢化を生き抜くため

こどもたちの夢の実現を

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

斎藤秀雄　議員

効
果
的
な
も
の
を

選
択
し
た
い

未来の夢を考えるこどもたち

角神雪椿園

売却したホテルみかわ

平成28年度一般会計補正予算

１億３，５３２万円を減額し

　
歳
入
歳
出
の
減
額
要
因
と
し
て

は
，
民
生
費
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
操
出
金
等
が
給
付
実
績
が

予
定
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
、
林

道
開
設
事
業
費
は
事
業
費
確
定
の

た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
商
工
費
は
「
ホ
テ
ル
み

か
わ
」
の
株
式
売
却
に
よ
っ
て
、

改
修
を
予
定
し
て
い
た
工
事
費
が

不
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
予
定
し
た
事
業
で
未
了
で
次
年

度
に
繰
り
越
す
事
業
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

繰
越
明
許
費
総
額

２
億
９
千
６
８
９
万
１
千
円

総
務
費
　
戸
籍
住
民
台
帳
費

　
　
　
　
９
７
万
４
千
円

民
生
費
　
臨
時
福
祉
給
付
金
等

　
　
　
　
３
，
７
４
２
万
５
千
円

衛
生
費
　
清
掃
費
　
処
理
水
放
流
管
敷
設

　
　
　
　
２
，
０
０
０
万
円

農
林
水
産
業
費
　
林
道
開
設
事
業
等

　
　
　
　
１
億
１
，
５
１
７
万
７
千
円

商
工
費
　
麒
麟
山
公
園
改
修
工
事

　
　
　
　
６
，
０
０
０
万
円

土
木
費
　
大
坂
下
線
改
良
工
事
等

　
　
　
　
５
，
８
５
８
万
８
千
円

消
防
費
　
災
害
対
策
事
業

　
　
　
　
７
８
万
７
千
円

総額を１２６億７，２７３万円とした

地方消費税交付金

地方特例交付金

地方交付税

分担金及び負担金

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町　　債

210,000

2,000

7,100,000

77,601

730,146

682,209

15,770

167,760

291,556

261,697

1,667,600

12,808,050歳入合計

△11,184

522

12,879

2,194

△48,772

△29,180

387

△157,569

150,326

14,077

△69,000

△135,320

198,816

2,522

7,112,879

79,795

681,374

653,029

16,157

10,191

441,882

275,774

1,598,600

12,672,730

款 補正前の額 補正額 計

（単位：千円）歳 入

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

1,767,529

2,409,022

1,271,902

761,612

367,824

1,632,514

535,341

791,789

12,808,050歳入合計

△7,180

△231,272

△18,672

△12,957

△2,359

136,148

972

0

△135,320

1,760,349

2,177,750

1,253,230

748,655

365,465

1,768,662

536,313

791,789

12,672,730

款 補正前の額 補正額 計

（単位：千円）歳 出
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私もひと言私もひと言私もひと言

塩野真紀さん（鹿瀬）

我が家の畑
佐藤弥生さん（岩谷区）

子供たちの成長と共に

　９
年
前
、
子
供
の
出
産
を
機
に

生
ま
れ
育
っ
た
阿
賀
町
に
戻
り
ま

し
た
。
地
域
の
方
や
家
族
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
す
る
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

　我
が
家
に
は
二
男
一
女
の
子
供

た
ち
が
い
ま
す
が
、
大
き
く
な
る

に
つ
れ
て
様
々
な
事
に
興
味
を
持

ち
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

春
か
ら
秋
に
は
野
球
や
外
遊
び
、

冬
は
ス
キ
ー
。
指
導
者
に
も
恵
ま

れ
、
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
伸
び

伸
び
と
成
長
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

何
か
を
習
う
、
極
め
る
、
続
け
る

事
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

小
さ
い
頃
か
ら
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ

や
遊
び
に
触
れ
て
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
阿

賀
町
に
も
、
気
軽
に
体
を
動
か
し

た
り
自
然
を
使
っ
た
色
々
な
遊
び

を
教
え
て
く
れ
る
所
が
あ
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
生

活
で
き
る
阿
賀
町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
家
族
は
、
２
年
前
に
津

川
区
か
ら
鹿
瀬
に
移
り
、
新
し
い

土
地
で
の
生
活
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ご
近
所
の
皆
さ
ま
の
助
け
も
あ
り
、

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　家
の
裏
に
は
畑
が
た
く
さ
ん
あ

る
中
で
、
我
が
家
の
畑
も
あ
り
ま

す
。　野

菜
が
値
上
が
り
す
る
中
、
少

し
で
も
自
給
自
足
を
と
思
い
、
昨

年
畑
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

始
め
は
思
い
通
り
に
行
か
ず
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　苗
や
種
を
植
え
て
か
ら
は
日

々
の
成
長
を
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
１
日

１
日
過
ぎ
て
い
く
中
で
、
野
菜

も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
、
食
べ
ら

れ
る
く
ら
い
の
野
菜
が
出
来
ま

し
た
。

　自
分
た
ち
が
初
め
て
作
っ
た

野
菜
を
食
べ
た
時
は
、
い
つ
も

と
は
ひ
と
味
ち
が
う
お
い
し
さ

で
し
た
。

　土
づ
く
り
か
ら
始
め
、
大
変

な
作
業
は
あ
り
ま
し
た
が
、
感

動
を
あ
た
え
て
く
れ
る
野
菜
で
し

た
。　今

年
も
野
菜
作
り
を
家
族
み
ん

な
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

新議員 紹介の

猪俣　誠一
（４期）

斎藤　秀雄
（４期）

小池　隆晴
（３期）

斎藤　　栄
（２期）

石田　守家
（４期）

五十嵐　隆朗
（４期）

神田　八郎
（４期）

山口　周一
（４期）

清野　眞也
（１期）

宮川　弘懿
（４期）

石川　太一
（４期）

入倉　政盛
（３期）
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